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１．　問題提起と目的

１－１．　キャリア学習を推進するツールの条件
キャリア学習を推進するためには，より効果的な

ツールを開発する必要がある．そこで試されるべき
ツールの特性条件は次のように挙げることができよ
う．
１．　可視化：可視化されていることで視覚的にイ

メージの操作もしやすいため，自己理解の気づきや
方向性が得られやすいだけでなく，思考の整理にも

活用でき，価値観（大切なこと）を明確にすること
ができる．
２．　協働性：個人ではなく協働で課題に取り組む

ことによって，お互いの成果から情報や考え方を学
んだり（他者理解），意見の交換をしたり，自分の
考え方や人生の捉え方そして自分自身を見直す（自
己理解）ことができる．
３．　プロジェクト性：プロジェクト性のある課題

に取り組むことによって，アイディアを出しながら
適切な改善案を探し，選択肢も増やして，様々な結
果を予測する事ができる．
４．　予測が硬直化しない期待感：創造的な学習

は，本来遊び心に満ちた実験を含んでいる．すなわ
ち，新しいことをわくわくしながら試し，取り扱う
対象の限界を探りながら，操作の変化を繰り返す中
で，創造的学習行動が動機づけられ，必要なことが
学ばれる．

５．　公共性・社会貢献：社会的活動の中に学習を
組み込むことで自分の居場所を発見し，課題を見つ
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け，学習行動に価値を見いだすことができる．そし
て社会的に意味のある行動は他者にも評価され，よ
り挑戦しようという意欲も湧く．言い換えれば社会
形成能力が関わる課題こそが，あるべきキャリア学
習と言えよう．
６．　経験値：全くのオリジナルなツールは，新し

い観点において初めて見いだされるもので，当初は
受け入れ難いものに見える事が多い．また，いくつ
かの問題点を内包しているために使われていなかっ
たり，想定外の分野にあったりする．生徒にツール
を提供する際に重要なことは，そのツールに関する
事を過去に扱ったことによる経験値であり，この経
験値が有効に活用できるかどうかの鍵となり得る．

以上の観点を配慮して，本研究においてキャ
リア学習のツールとしての開発を試みているの
が『人生の樹』プロジェクトである．このワーク
は元々 Ncube（2006）が考案した臨床心理学的支
援におけるナラティブ・アプローチの一つである．
Denborough（2008）によれば，南アフリカにおい
て戦争やHIV等で家族を失うなどの喪失体験によ
り心に傷を負った子どもたちの支援の中で，この方
法が開発された．そして，心を閉ざした子どもた
ちが感情を表現し，新しいもう一つの自分の人生

（alternative story）を語る際のmetaphorとして，
樹を描くことで，自ら象徴的な意味としての根を下
ろせる場所（心の居場所）を発見するプロジェクト
が『人生の樹』である．このプロジェクトは 4 部構
成になっており，前述の条件を満たしている第 1 部
と第 2 部を用いて，特別活動での運用を試みたのが
本研究である．なお，『人生の樹』の例（仮想例）
は図 1 で参照されたい．

１－２．　『人生の樹』の象徴的意味
人生の樹には幾つかの部分に分かれており，それ

ぞれ象徴的な意味を持たせている．
樹の根：根には自分はどこから来ているのかとい

う，自分の故郷に関わる様々な事，すなわち自分の
家族のこと，祖先のこと，自分の人生の中で一番い
ろいろなことを教えてくれた人，一番お気に入りの
場所などを文字で書き込む．
地面：根の回りの地面には，自分が今活動してい

る場所と活動についての内容を書き込む．
樹の幹：幹には，自分の人生を成り立たせている

重要な出来事，すなわち，成功，達成，経験の内容

の他，困難や辛いことを思い出させるような出来事
を文字で書き込む．ここでは自分で思いつく以外に
仲間との会話によって共有できる出来事を後から書
き込むこともできる．すなわち教師やクラスメート
仲間による，「いつ頃からできたのか？」，「誰から
習ったのか？」，「どうやってできるようになったの
か？」，「そのように考えることができるようになっ
たのはどうして？」等の質問を受けて，これらの回
答を書き足すことも可能である．
樹の枝：樹の枝にはこれからの希望や夢，願望が

表現される．ここでも教師やクラスメート仲間が，
その夢や願望の成立と維持の過程や理由，そして重
要な関係者を尋ねることもでき，描き手はその回答
を書き込むこともある．さらに自分の人生に関する
事以外に，周りの人々や地域への願いも書き入れる
ことができる．
樹の葉：樹の葉には大事な人が書き込まれる．こ

の人物は現在生きている人に限られていない．ここ
でも教師やクラスメート仲間から，「どんな特別な
時間を過ごしたのか？」，「あなたにとってこの人の

図 1　人生の樹（仮想例）
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特別なところは何か？」，「この人はこの様な方法で
あなたが思い出したことを気に入ってくれるか？｣
等を尋ねられて，この関係のすばらしさや思い続け
る方法等も書き込むことができる．
樹の果実：樹の果実は，これまでの有形無形の贈

り物（もらえたもの，感謝）を意味しており，その
事を書き込めるようになっている．ここでも教師や
クラスメート仲間からの質問によって更に書き足す
ことも可能である．例えば，「どうしてその人はあ
なたにあげようと思ったのか？」，「あなたの何がそ
の人達の人生に役立っていると思うか？」などが考
えられる．

重要なことは，教師も含めて『人生の樹』をみん
なが自ら描きながら，全員でこれらを分かち合うこ
とにある．なお，この様なシェアリングが可能にな
るためには，全員の『人生の樹』を一堂に会して，
みんながそれぞれの樹を語り，その場でも書き足せ
る提示空間が必要となる．

１－３．　なぜ樹を描くことなのか？Ncube（2006）
が導入した視点の背景にあるもの

意識がはっきりした状態で，できる限り内的な物
事のイメージを，意識的に語る操作のことを分析心
理学の用語ではアクティブ・イマジネーションと呼
び，『人生の樹』もこの様なプロセスがあてはめら
れるのかもしれない．そしてテストとは違い，描画
行為そのものが心理支援となっている．さらにクラ
スメート仲間とのappreciative（より暖かく親身な
評価）な関わり合いによる『人生の樹』へのコメン
トや書き込みは，視点の変化をもたらし，自己開示
と共に成長するキャリア学習の複眼的能動性と共有
できるところでもある．

また『人生の樹』プロジェクトの樹は人生である
が，普遍的に樹は擬人化されて象徴しやすい対象と
されている（ユング，2010）．その意味で，樹は大
地に根づくという精神的ルーツに，枝葉は時と共に
ゆっくり成長して伸びていく過程にと，身体や人生
のポジティブな成長変化を投影しやすい．すなわち
ユングの「無意識による元型的な表出」の中でよく
現れるものが樹であり，樹は自らの成長過程と同一
化しやすい側面を持っている．また，葉，根，枝，幹，
果実など様々な形に分化されたものから構成されて
いる点でも，イマジネーションが有する樹木的統合
性と類似しており，そのために樹は意味づけしやす

いと言えるだろう．

１－４．　「人生の樹」を媒介とした交流を促進させ
るcompliment letter（褒める，認める，勇
気づける手紙）の利用

『人生の樹』を用いた自己開示と仲間による質問
やコメントを対話だけで終わらせることなく，手紙
の対話と言う形で文章化する理由は，1）話し言葉
だけでなく手紙という活字で交流することによる可
視性と，2）相手の良さを文章にすると客観的視点
が構築できる点，そして 3）手渡す相手の目の前で
全員が単なるメモ写しではない文を書こうと悩んで
いる姿を目撃できる点にある．

１－５．　『人生の樹』の表現が特別活動にもたらす
と考えられるもの

⑴　生徒個人にとって自己表現の機会になる．可
視化された自らの人生の樹の絵と文を描くこと
は，自分のことについてあらためて考えること
に繋がり，自己理解やキャリア学習を深める．

⑵	　学級集団にとって他者理解の機会となる．描
かれた絵を通して，クラスメートについて知ら
なかった部分を理解することにつながる．

⑶	　教師にとって学級集団の凝集性を高めるきっ
かけにできる．『人生の樹』を並べて作られた
クラスの『人生の森』をいつも見られる機会を
作ることにより，生徒同士の他者理解が学級生
活を通して深まれば，集団の凝集性も高まると
考えられる．

１－６．　Hyper-QUテストの利用
教育的実践の効果の客観的評価は難しく，知識や

スキルの学習という側面だけを考えれば学力テスト
で代表させるが，それとて教育実践の効果のすべて
ではない．ましてキャリア学習による最終的評価は
生徒が学校を巣立った後に本来は問われるものであ
り，当然のことながら，かなり限られた範囲で心理
テストを行って有効性の予測的検証をせざるを得な
い．そこで「人生の樹」が中学生のキャリア学習の
ツールとして，特別活動の授業の中でどのように機
能するのか，どこまで有効なのかを検証するために，
最も相応しいテストとして考えられるのがHyper-
QUテストであろう．このテストは普段から学校で
よく用いられており，学級内の集団凝集性，他者関
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係，自己理解，進路意識等を自己評価で効率よく収
集できる．

１－７．　仮説
Hyper-QUテストをプロジェクトの前後で実施

し，数値の変化で効果の検証ができると仮説を立て
た．すなわち，『人生の樹』プロジェクトの実施に
より，

1．　自己理解（自己承認，被侵害感のなさ）が促
進される．

2．　他者理解（クラスメートとの関係，クラスメー
トへの配慮，クラスメートとの関わり方）が促
進される．

3．　学級内の関係（集団凝集性）が強まる．
4．　進路意識が高まる．

２．　方　法

研究実践担当：Ａ県Ｆ中学校
参加生徒：実践授業に参加するのは公開研究協議

会で特別活動を公開する 2 年生 1 クラス36名．
実践授業：特別活動の時間（3 時間）
実施期間：2013年10月から2013年11月
使用測定尺度：Hyper-QUテスト（株）図書文化

社
手順：　　
1）Hyper-QUテストの実施（プレテスト）
2）参加生徒は各自B4 の画用紙に『人生の樹』

を作成する．実施教師は人生の樹の手引き書（図 2）
を配付し，自己紹介ツールの一つとして，そして“楽
しい遊び”の雰囲気で課題を提供する．授業の題材
名は「自分の良さ，仲間の良さ，再発見」（2 時間）
とした．

3）鑑賞交流会
複数のパネルに全員の『人生の樹』を貼り，オー

プンスペースで鑑賞交流会を実施する．この交流会
にはお互いに質問し合ったり，意見交換や解説を行
うなどの作業が含まれ，場合によってはその場で本
人が自分の『人生の樹』に書き込みをすることもで
きる．

4）Compliment　letterによる交流
4 人グループの中で各自Compliment letterを作

成し，その交換による交流と振り返りが行われる（こ
の鑑賞交流会と手紙を用いた交流場面が 1 時間の公

開授業として行われた）．なおグループ内の誰に手
紙を渡すのかは，この手紙を書く直前まで知らされ
ていない．

またこのCompliment letterを生徒に理解させる
ため，本プロジェクトの導入前に，①アサーション
トレーニング：「のび太くん」，「ジャイアン」，「し
ずかちゃん」の役割で会話する体験，②リフレー
ミング：プラスの言葉への変換ワークの体験，③
Compliment letterの目的とその書き方の学習を実
施した．

5）授業実践者と公開授業見学者（教員及び教職
希望学生）による授業研究協議会を授業後に実施し，
本プロジェクト授業の評価と意見を生徒の振り返り
シートと共に収集した．

6）Hyper-QUテストの再実施（ポストテスト）
なお，今回のプロジェクトは初めての試みでもあ

り，公開協議会による情報収集を行わない手順で別
のクラスにも事前に予備調査を行って，運用手続き，
交流会の在り方，説明方法などに関して検討を重ね

図 2　人生の樹（手引き書）
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た．そしてこの予備調査によって本研究の方法・手
続きが確定した．

３．　結果

Hyper-QUテストは 2 週間の間隔を置いて実施さ
れた．7 つの各項目得点を算出し，得点分布にいず
れも同様の偏りがあるため対数変換を施した値を用
いて，プロジェクト実施後に改善が見られるかどう
か，対応のある t 検定（片側検定）で統計的な有意
差を検証した．

３－１.　自己理解（自己承認・被侵害感）について：
3-1-1．　自己承認得点について
この項目は「クラスの中で存在感があると思う」

などの１０の質問項目に，５ ‥とてもそう思う，４ ‥
少しそう思う，３ ‥どちらとも言えない，２ ‥あま
りそう思わない，1 ‥全くそう思わない，の 5 段階
評価の合計値である．その結果，危険率 2％水準の
統計的有意差（t＝2.25）が見られた．クラスの前
後の平均得点率とその標準偏差は，76.8％（12.6）
と79.4％（11.5）であった（表 1）．
3-1-2．　被侵害感について（被侵害得点は逆転項

目なので事前事後の差もプレテスト得点からポスト
テスト得点を引く）

この項目は「クラスの人から無視されることが
ある」などの10の質問項目に，5 ‥とてもそう思
う，4 ‥少しそう思う，3 ‥どちらとも言えない，
2 ‥あまりそう思わない，1  ‥全くそう思わない，
の 5 段階評価の合計値である．統計的な有意差は認
められなかった．クラスの前後の平均得点率とその

標準偏差は34.4％（11.2）と35.5％（13.4）であった
（表 1）．

３－２．　他者理解（クラスメートとの関係，クラス
メートへの配慮，他者との関わり方）につ
いて：

3-2-1．　クラスメートとの関係
この項目は「学校内に気軽に話せる友だちがい

る」などの 4 つの質問項目に，5 ‥とてもそう思う，
4 ‥少しそう思う，3  ‥どちらとも言えない，2 ‥
あまりそう思わない，1 ‥全くそう思わない，の
5 段階評価の合計値である．統計的な有意差は認め
られなかった．クラスの前後の平均得点率とその標
準偏差は90.3％（12.5）と90.8％（11.3）であり，い
ずれも90％を超えて天井効果（最大値＝100<平均
値＋標準偏差）が見られた．
3-2-2．　クラスメートへの配慮
この項目は「友だちの気持ちを考えながら話を

している」などの 9 つの質問項目に，4 ‥いつもし
ている，3 ‥ときどきしている，2 ‥あまりしてい
ない，1 ‥ほとんどしていない，の 4 段階評価の合
計値である．統計的な有意差は認められなかった．
クラスの前後の平均得点率とその標準偏差は91.8％

（7.5）と90.1％（9.3）であった（表 1）．
3-2-3．　クラスメートとの関わり方
この項目はクラスメートとの関わりの自発性や工

夫・積極性を問う 9 つの質問項目（例えば，「自分
から友人を遊びに誘っている」，「みんなのために
なることを自分で見つけ実行している」など）に，
4 ‥いつもしている，３ ‥ときどきしている，２ ‥
あまりしていない，１ ‥ほとんどしていない，の ４

表 1　７ つの項目における平均得点率と標準偏差

　 プロジェクト前
（％）

SD プロジェクト後
（％）

SD 検定結果

自己承認得点 76.8 12.6 79.4 11.5 2% 水準

被被害感 34.4 11.2 35.5 13.4 n.s.

クラスメートとの関係 90.3 12.5 90.8 11.3 n.s.

クラスメートへの配慮 91.8 7.5 90.1 9.3 n.s.

クラスメートとの関わり方 85.3 11.4 84.0 12.2 n.s.

集団凝集性認知 82.9 12.9 81.4 14.6 n.s.

良好な進路意識 81.9 15.2 80.6 14.8 n.s.
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段階評価の合計値である．統計的な有意差は認めら
れなかった．クラスの前後の平均得点率とその標準
偏差は85.3％（11.4）と84.0％（12.2）であった（表1）．

３－３.　学級との関係（集団凝集性認知）につい
て：　この項目は「自分のクラスは仲のよいクラス
だと思う」などの 4 つの質問項目に，5 ‥とてもそ
う思う，4 ‥少しそう思う，3 ‥どちらとも言えな
い，2 ‥あまりそう思わない，1 ‥全くそう思わない，
の 5 段階評価の合計値である．統計的な有意差は認
められなかった．クラスの前後の平均得点率とその
標準偏差は82.9％（12.9）と81.4％（14.6）であった

（表 1）．

３－４．　進路意識について：
この項目は「自分の将来に夢や希望を持ってい

る」などの 4 つの質問項目に，5 ‥とてもそう思う，
4 ‥少しそう思う，3 ‥どちらとも言えない，2 ‥
あまりそう思わない，1 ‥全くそう思わない，の 5
段階評価の合計値である．統計的な有意差は認めら
れなかった．クラスの前後の平均得点率とその標準
偏差は81.9％（15.2）と80.6％（14.8）であった（表 1）．

４．　考察

４－１．　人生の樹プロジェクトの有効性
①　仮説 1 の検証について
結果が示しているのは，自己承認のみの有効性で

あった．自己承認については担任教師の事前の生徒
理解の記述（特別活動部会，2013）にあるように「自
分に自信が持てず，自己肯定感の低い生徒が少なか
らずいる」という臨床的な印象からも推察できるよ
うに，今回の『人生の樹』プロジェクトが有効に機
能する条件があてはまっていたとも考えられよう．
このプロジェクトの核を成すのはポジティブな自己
理解の促進である．そして，思い出しながら書き
重ねていく行為によって，「人生の樹」はDominant 
story （過去からの流れの中で捉えてきた自分の物
語で問題も絡んでいる自己理解）からalternative 
story（自分の物語を変容して新たに描き出された
物語）を作り上げることにつながる過程が想定され
ている作業でもある．言葉による自分の語りには
様々な心理的防御による難しさもあるかもしれな
い．しかし，字が先でも樹の絵が先でも自分を語る

ことができるという点において，この作業は比較的
抵抗が少ないツールと思われる．例えば糟谷（2014）
は同じナラティブ･アプローチでも紙芝居を用いて
人生を語らせる実践をコスタリカで行っており，コ
ミュニケーションの視点から，絵を含めることの効
果を論じている．であるとすれば，単に自分の過去
の想起に留まらず，それを語る，語りやすさ（描き
やすさ）が重要なのであろう．さらに自分のことを
語ると脳は活性化するというfMRIを用いたイメー
ジングの研究報告（Tamir & Mitchell, 2012）は，
自己を語ることが人間の脳にとって報酬になってい
るという生理学的証左となっている．これらを総合
して考察すれば『人生の樹』プロジェクトは，自己
理解向上に関してかなり頑健性の高いツールである
ことを示唆していると考えることもできよう．

②　仮設 2，3，4 の検証について
一方，他者理解，集団凝集性，進路意識に関して

は十分な影響を見いだすことはできなかった．『人
生の樹』プロジェクトにおいては，自己理解のため
の表現を手掛かりに，他者理解等が派生すると考え
られている．このように考えると，これらの項目に
ついては，そもそも自己承認ほどの波及効果がこの
条件下では期待できないのかも知れない．すなわち
効果の大きさばかりでなく，効果の浸透の速さも影
響する可能性がある．本研究では交流実践から 1 週
間程度の後にポストテストを実施しているが，これ
らの項目群の幾つかは熟成期間を必要とする内容で
あると考えることもでき，今後の研究計画で考慮す
べき条件となろう．しかし，ここで注意しておかな
ければならないことは，特に他者理解の項目群の得
点率がもともと高く，天井効果と考えられる点であ
る．これは実施校における普段からの指導の賜かも
しれない．さらに他校でも別途繰り返し，様々な学
級状況下で検証しておく必要もあろう．と言うのも
予備調査の結果では，自己承認，被侵害感，クラス
メートとの関わり合い，進路意識の各項目で，予測
された傾向（危険率10％水準）が見られていた．予
備調査という幾つかの異なる手続きが混入した結果
であるが，更に手続き的な改良を施す余地は残され
ていると考えたい．

また本研究で自己承認のみが仮設検証に耐えた
が，ポストテストまでの期間を十分においたフォ
ローアップテストを組み込んだ研究でも，再現性を
確認しなければならないだろう．
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４－２．　公開特別活動授業の参観者による意見につ
いて

実施後の協議会で得られたプロジェクト実施教
員，授業参観の特別活動部会教員等のコメントは抜
粋であるが以下のようなものであった．

1）『人生の樹』の作成について
目撃に関する発言例：「他人の樹に刺激を受けて
さらに描き加える生徒がいた．」，「完成した友だ
ちの樹を見て『こんな事を書いてもよかったんだ』
と話す生徒もいた．」，「生徒は樹を描くことに違
和感を持っていなかった．文字からでも樹の絵か
らでも自由に描き始めていた．」，「振り返りに『イ
ラストだから気軽に描けた』という記述が見られ
た．」
感想の例：「描いていくうちに気づきが自然に増
えていったように見える．」，「樹を描く作業には
個人差があり，開示の量や他人から影響を受けた
と認識する量に違いが見られた．」
意見：『人生の樹』の「どこまで自分のことを書
いてよいのかの判断が難しい．」，「自己開示の場
面では特に成功/失敗経験の内容の交流が他者理
解に繋がると感じた．」，「時間をおいて再び描け
ば『人生の樹』に違いがあるだろうと感じた．」，「絵
の中に描くからこそ，自分の事が描けるのだろう
と思う．」
これ以外のコメントからも厳密かつ真剣に授業に

取り組ませたいという教師の視点等も垣間見て取れ
た．しかしこの『人生の樹』のワークは元々自由度
が高く設定されており，数多く表現しなければなら
ないものでもないし，ここまで描く，上手に描くと
いう基準すらない．この主旨を徹底させなければ授
業としてプロジェクトの良さを維持させた普及は難
しいかもしれない．これは生徒のコメントにも言え
ることであり，導入部の説明に工夫が必要であろう．

2）Compliment letterについて
目撃に関する発言：
　「Compliment letterが十分書けない生徒もい
た．」，「手紙で褒められてうれしかったと言う記
述が見られ，自分の良さに気付く生徒が多数い
た．」，「『他人にうまく喜んでもらえたか心配』と
いう記述も見られた．」
感想：
　「（鑑賞交流会の間，）だれに手紙（Compliment 
letter）を書くのか分からない緊張感，自分にど

んなものが来るのかと言う期待感などが，生徒の
表情から見受けられた．」，「振り返りに『自分の
気付かないことに気付いた』という記述が見られ，
ねらいに迫ることができていたと思う．」
一部の生徒には難しい課題と受け取られたケース

もあり，事前のワークをさらに日常的に繰り返して
から始める必要性があると感じた．とは言え，生徒
の振り返りや，実施教員の印象はコメントにもある
ように，概ね受け入れられており，好印象であった
と判断したい．この手法は『人生の樹』プロジェク
トの補完的，補強的ツールであるが，この補完がな
くても有効であるかどうかは今後の検討を必要とす
るものの，時間の問題を除けば，対話だけで済ませ
るメリットもないだろう．『人生の樹』を実際に見
て話し合ってから手紙でも褒められているので，い
わば根拠が明示された状態であると言える．そして，
うれしいという情動のみならず，自己効力感の向上
にも寄与していると考えることができる．同時に他
者のよいところを探して褒めるという行為は，自己
のよい点を見つけ出す能力を高めることに繋がる可
能性があり，これを検証する実験計画と測定ツール
開発の必要性も明らかにした．

４－３．　授業を受けた生徒の振り返りによるコメン
トについて

1）自己理解に特化したコメント
・自分の良さはだいたい知っていたつもりでした
が，人から改めて言われると，とても照れまし
た．自分の知らない自分の良さがあったので大
切にしていきたいです．

2）他者理解に特化したコメント
・今まで知らなかった友だちの過去や未来に対す
る思いをたくさん知れて良かったと思います．
また，人にはその人の良さが必ずあると実感し
たので，たくさんの人の良さを見つけて行けた
らいいと思いました．

・人生の樹から生まれた疑問を，相手に素直にき
き，理解することができた．また，そこから相
手の新たな発見をした．

・質問などの時間，会話が絶えることなくできま
した．とても有意義なものになったと思います．

・質問は結構できたと思いますが，そこからの話
の展開があまり上手くできなかったので，もっ
とよいところを探した上で質問できたらいいな
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と思いました．
3）自己と他者の関係性に言及したもの
・人生の樹をみんなで見合って，今までのこと，
現在，夢などを見て，新たに相手のよい点をた
くさん見つけることができた．手紙をもらって，
がんばろうと前向きな気持ちになった．

・自分の過去や思いを正直に言うことでたくさん
感じるものがありました．その人をもっと知っ
て仲良くなれればうれしいです．

・人生の樹は過去そのものを知るものであると
思っていました．もちろん，その通りのことも
あったのですが，心情を捉えるものであったと
思います．気持ちがすなおに書かれている木は，
自分の中でもたくさん共感できるところがあり
ました．

必ずしもポジティブな振り返りだけを選んでいる
わけではないが，概ねプロジェクト参加者は受容的
に振り返っている．しかし，本来のこのプロジェク
トの目的から捉えれば，より自己言及的なコメント
を含んだ振り返りが欲しい．ところが振り返りの多
くはまだ他者に向けられているものが多く，これが
このクラスが持つ他者理解の高さ故なのかは不明で
ある．振り返りの記述規準を限定して確かめる方法
もあるが，このままの形で自己言及的なコメントに
変化する過程を観察する縦断的確認も必要かもしれ
ない．

４－４．　キャリア学習への貢献度･展開可能性につ
いて

進路意識に関しては十分な影響を見いだすこと
はできなかった．ロジックとしては関連があると
考えることはできるものの，キャリア学習のツー
ルとして『人生の樹』の有効性を高めるためには，
Compliment letterとは異なる補助ツールを開発す
る必要があるのかもしれない．例えば，『人生の樹』
で自己開示された核となる「大切なもの」を基に，
人生において大切なものの重みづけが人によって異
なることを自覚させるツールも考えられる．すなわ
ち人生で「大切なもの」の比較を可視的に確認でき
れば，仲間同士で重要性や意味の有り方を共有でき
るかもしれない．具体的には“大切なものレーダー
チャート”等を『人生の樹』と併用させる実践研究
も考えられよう．
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い．

Summary
To improve Career Learning in Special Action 

Area, "The Tree of Life" Project was carried out 
for junior high schoolers. As a result, We found 
out that "The Tree of Life Project" change the self-
acceptation only.  And the next research for the 
more effective activity were proposed, in which 

a new tool could be making junior high schoolers 
change their recognition of career planning.

Key Words ：	The Tree of Life Project, Career
Learning, Junior High School, Special 
Action Area, Self-Awareness, 
Understanding of Others
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